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WB 1:500-1:1000,ICC/IF 1:50-1:200,IP 1:20-1:50

Calculated MW: 93 kDa; Observed MW: 110 kDa

KDM1A

KDM1A; AOF2; KDM1; KIAA0601; LSD1; Lysine-specific histone demethylase 1A; BRAF35-
HDAC complex protein BHC110; Flavin-containing amine oxidase domain-containing
protein 2
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	ヒストンH3のLys-4（H3K4me）とLys-9（H3K9me）の両方を脱メチル化するヒストン脱メチル化酵素。状況に応じてコアクチベーターまたはコリプレッサーとして作用する。基質をFADで酸化し、対応するイミンを生成し、その後加水分解される。エピジェネティック転写活性化の特異的タグであるH3K4meの脱メチル化を媒介することでコリプレッサーとして作用する。モノメチル化H3K4me1とジメチル化H3K4me2の両方のH3K4meを脱メチル化する。神経遺伝子の抑制に関与する可能性がある。
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	KDM1A 抗体を使用した Jurkat 溶解物中の KDM1/LSD1 のウエスタン ブロット分析。
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